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•	 りーどけあは2019年に開設。小規模多機能ホームと
就労継続支援B型こはな、隣にどら焼きカフェ米花を
併設している。「りーどけあビレッジ」という、さま
ざまな人が集まって支え合う構想がある。 

•	 壁と扉一枚隔てているふたつの施設はコロナ禍を経
て、B型に通う方と高齢者の交流にこれからもっと取
り組んでいきたい。異年齢の人たちが交流すること
で生まれる効果は高そう。 

•	 コロナ禍で、地域との接点はまだ希薄。どらやきカ
フェは地域の人の声から生まれたが、まだまだ認知
されていないと感じている。 

•	 りーどけあでは認知症の方が多く、身体を動かした
いニーズがあること、毎日 YouTube で体操映像を流

し、動きはモニター画面を見てもらうことにして、ス
タッフが一人一人に声かけることを大事にしている。
歌って踊れるナースもいて、「体操いのちなんです」と。 

•	 外にちょっとした畑がある。 
•	 フランス在住経験のある阪田さんは、町中にアートに

触れる機会があったため、堺市中区の状況はさみしい
と語る。

•	 阪田さんが「もっと地域とつながりたい」と話された
ことが印象的で、研修参加者たちの最初のアイデアは
盆踊りのような踊りをつくって近くの公園で地域の人
たちと祭りがつくれたら、という壮大なもの。公園ま
で下見にも行ってみた。

　りーどけあが一階の平家建てで複合施設であること、
奥が介護施設、手前にどら焼き屋と作業場所があること、
高齢者や就業支援の方など、さまざまな年齢層が行き来
しているが、施設歴は浅く、双方の交流や地域との関わ
りも少ないため、触れ合うことをしたい、一緒に取り組
めることがしたい、といった情報を共有しました。
　また、りーどけあでは、歌って踊れるナースが高齢者
を励ましながら体操していること、元気な人もいれば、

ベッドで横になっている人もいて、みんながしたいことを
尊重されている状況を話し、片岡さんは「作業するか踊る
か、どっちでもいいというのが面白い」と語りました。
　デイケアサービスでは毎日モニターを見て体操をしてい
ます。就労支援B型の部屋にもモニターがあり、イメージ
映像が流れていました。日常的に使われる２つのモニター
に着目し、ここに両方の人たちが写っている映像が流れて
いるようになれば、と伝えました。

モニターに映せる
「りーどけあ体操」を

利用者とつくる

日時：10 月 18 日（水）、11 月 28 日（火）どちらも 13:00 〜 15:00
会場：りーどけあ
対象：りーどけあのメンバー
福祉施設チーム：以倉雅美、満澤のり子、宮口こずえ

Case3 福祉施設

　中区にある小規模多機能ホームりーどけあは、高齢者のディサービスと、どらやきの製造販売や軽作業を行う若年性
認知症の方が通う就労支援 B 型作業所を運営。ふたつの施設が扉一枚隔ててひとつの建物に同居し、どちらの部屋にも
モニターがあり、YouTube の映像が流れている。りーどけあでは体操を毎日、どら焼きカフェ「米花（こはな）」では
季節のイメージ映像が流れていることに着目。両方のメンバーといっしょに、オリジナルの体操をつくることで交流が
生まれ、完成した動画をモニターに映して日常的に身体を動かすことにいかしてもらおうと企画した。

日常的に使える「りーどけあの体操動画」を

地域とつながりたい。ふたつの施設の交流を促したい。体操いのち！
ヒアリングや視察からわかった特徴や課題

アーティストへの依頼

隣接するどら焼きカフェ米花（こはな）を
見学する研修チーム。どら焼きをつくる工
程の手の動きなど、振り付けにいかせない
かを検討している様子。

アーティスト：片岡祐介（音楽家）、加藤文崇（映像）、
エメスズキ（ダンサー）、上田假奈代（詩人）

報告：上田假奈代
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　打合せでは音頭か体操かは決めきらず、ワークショッ
プをやってみて考えようということに。「労働歌のよう
なイメージも湧くし、こどもがマネしたくなるような、
キャッチーなサビが地域に広がれば」と片岡さん。上田
さんは「五七五の合作俳句にして、言葉を拾おうか」と
アイデアを語りました。「ワークショップの段取りについ
ても、決めてしまうよりもその場の空気で」というおお
らかな提案に。４人のアーティストがいる大所帯ですが、
お互いへの信頼がベースにあったことから勘所を押さえ
るだけで大丈夫なようでした。
　ワークショップ初日。会場は利用者さんが飾りをつけ
てくれ、歓迎ムードを表してくださいました。片岡さん
も応えるように、いきなりのピアノ演奏で盛り上げます。

　その後は利用者３人がチームとなり、五七五の合作俳句
づくりから。俳句のテーマを求めると、利用者からりーど
けあの精神を表すような声があがりました。「いくつになっ
ても」。そして、「ジュリーに会いたい」などパワーワード
が出てきて、会場は笑い声につつまれました。歌詞ができ
ると、片岡さんの進行ですぐさま音楽がつくられ、みんな
で歌いながらの録音です。二日目はその音源を用いて、エ
メさんがみなさんの動きを引き出し見合うような進行で振
り付けが完成。ベッドで寝たきりの方が自ら起き上がっ
て椅子に座るなど、普段見られないような積極的な行動が
あったそうです。2日間で利用者の方々と一緒に歌詞、振
り付け、録音までもしていく様子は加藤さんが見事に撮影
してくれました。

阪田篤美
小規模多機能ホームりー
どけあ　コーディネー
ター・ソーシャルワー
カー

今回はワークショップという素晴
らしい機会をご提供いただき心よ
り感謝申し上げます。とても楽し
く刺激的な体験になりました。打
ち合わせを重ねるうちに期待は高
まり、当日はアーティストの皆様
の見事なリードでまさにワクワク・
ドキドキのライブ感！　認知症が
あっても、障がいがあっても、な
くても関係ない。輪になってシェ
アして五感を駆使して見事にひと
つのものを創りあげ、まさにアー
トの力を実感しました。

「いくつになっても」というみんなの気持ちを表す言葉が生まれた
開催に至るまでのやりとりや、当日の様子

研修受け入れ先の感想

加藤文崇
ディレクター・映像カメ
ラマン　京都を拠点に、
アートに関わるドキュメ
ンタリー映像制作を軸
に、メディア全般のディ
レクションを行う。

ことば、音楽、ダンスと比べて、
映像の制作課程はりーどけあさん
と共有できていなかったのでは、
と振り返ってみて思いました。そ
れでも、コーディネーターのみな
さんが事前に、りーどけあさんと
良好な関係をつくってくれたおか
げでカメラに対しても嫌悪感なく
撮影でき、真剣に楽しんでいる皆
さんが映像に残ったと思っていま
す。楽しい時間、ありがとうござ
いました。

上田假奈代
p.03 参照。今回は言葉

（歌詞）のワークショッ
プ部分を担当。

りーどけあでの２回の取組みは明
るく、楽しい時間でした。ヒアリ
ングに訪ねた時から、コーディネ
イター３人はこの場に好奇心とあ
たかい気持ちを持ってのぞみ、事
前にポスターを作成し、それを施
設側が壁に貼ってくださって、当
日はひとり一人に声かけを行い、
空気をつくってくれました。準備
からいくつもの細やかなバトンが
渡されていき、その場の可能性が
どんどん開いていったように思い
ます。

エメスズキ
90 年よりダンサーとし
て国内外で活動。現在は
即興(@HYORYUSHI1等)
を軸に「おどり」を解き
つつ、大阪府内にて「か
らだのアトリエ　バオバ
ヴ」活動に励む。

音楽や言葉や映像と常に絡み合い
ながらワークを行なっていける、
ワクワクとドキドキが共存する 2
日間は、とても贅沢で！貴重な時
間でした。そこにいる全ての「に
んげん」の「いのち」の力が循環
しながら、時に「ポコっ」と奇跡
を生み出し、できあがった動画「い
くつになっても」。いくつになって
も……生きていることの尊さ。こ
の企画に関わることができて光栄
です。

片岡祐介
音楽家　マリンバ奏者と
して、新作の委嘱、演奏
活動を数多く行い、障害
者施設や高齢者施設、病
院などの様々な場所で即
興音楽セッションを行
う。

複数のアーティストと一緒に協働
できたのが新鮮でうれしかったで
す。普段はひとりで現場に行くこ
とが多いので、しみじみ、いいな
あと。エメさんのダンスのすすめ
方、「まずは身体を動かすことでだ
んだん心も動いてくる」みたいな
感じ。假奈代さんの「必ず全員に
声をかける」という態度。簡単な
ゲームで良い詩が出来てしまう魔
法。加藤さんの単に撮影し編集す
るというのとは違う、鋭い視点で
のコミットの仕方。刺激的だった
し、ほんとうに勉強になりました。

アーティストの感想

　研修参加者、アーティストと施設職員との振り返りの
会では、「高齢者」「支援される人」とくくられがちな人
たちが、このワークショップでは歩んできた人生が尊重
され、個性が発揮されたことが語られました。職員の阪
田さんから「ここまで利用者の集中力が持つなんて信じ
られない、奇跡」と、普段寝たきりの方が自らあそこへ
行きたいと起き上がったり、数分おきにトイレに立つ方
がずっと集中して参加したことが話されました。 　
エメさんは、スタッフを見がちな利用者さんの視線をそ
の場にいるお互いを見るように、という意図から内容を
工夫したことを話されました。
　片岡さんは、「カラオケや見本のあるものではなく、ど
うなるかわからないものを自分たちでつくるとなると集

中するのではないか」との見解。また普段のワークショッ
プはワンオペだが、４人もアーティストがいると力強く、
内容にも広がりが生まれたことが語られました。さらに「音
大や芸大の学生には福祉施設でワークショップをする実習
をした方がいい。また堺市で財団やアーツカウンシルがこ
のような社会包摂の取組を行ない、コーディネーターを育
成することは貴重な事業。全国に伝えていきたい」という
感想も。 
　そして、コーディネーターの３人が完成した映像を届け
た際に、りーどけあの皆さんから感想のお手紙をいただき
ました。コーディネーターは地域を知る機会になり、同地
域の文化施設で働いている一人は催し物のチラシを届けに
行こうと思うと話していました。

地域社会と関わることは、アートの広がりにもなる
実施後のふりかえり

①ワークショップで３人で一句つくる俳句は歌詞の素材となる。俳句を発表すると必ず褒めてもらうという約束で、全員褒められる。　
②俳句から言葉をぬきだして上田さんが歌詞にまとめ、それを引き継いで片岡さんが進行しメロディをつけていくワークショップ。後ろで、
動きを引き継ぐエメさんが見守っている。③動きをつくってゆく前に、利用者さんの身体がほぐれるよう、みんなでその人の名前を呼び
ながら、身体の部位をぽんぽんと叩く。④ワークショップの最中、後方では研修参加者３人も楽しい気持ちで雰囲気作りに貢献。

 ④

③

 ①

 ②
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　令和4、5年度とワークショップ実践研修に参加でき、無事終えることがで
きました。4年度は社会包摂事業としてのワークショップについて理解を深
めることを主に研修していきました。そこで、ワークショップの作り方や試
作など、実践への取組を学びました。5年度は参加施設と実際にワークショッ
プを作り上げていく年となりました。施設利用者さんには「今日は何をする
の？」と緊張もあったと思いますが、アーティストがその場の状況を見なが
ら、場を盛り上げ、素早く判断し、作り上げていく様子を見させていただき
ました。また、施設利用者さんの集中力に驚き、感動をいただきました。そ
して、会館業務と並行しながらそれぞれが考え動くことができ、チームにも
恵まれた2年間でした。

　「文化芸術による社会包摂とは？ワークショップって何をするの？」という
状態からスタートした研修でしたが、講師の皆さんから理論と実践を体系的
に学べたことで、当初浮かんでいた「？」への答えも自ら説明できるように
なり、何よりワークショップを企画運営する上での「視点」が増えたと感じ
ています。
　というのは、研修1年目にファシリテーター、参加者、コーディネーター
それぞれの立場を体験・分析したからこそ、2年目には多様な立場=視点か
ら企画を見つめ、考えられたという実感があるからです。
　ふりかえれば、この研修は2年がかりの長編ワークショップだったように
も感じており、皆で意見を交わした過程や自身で悩んだ経験を糧として、今
後も頑張りたいと思います。

　私は耳原総合病院のチームとして研修に参加し、病院の職員を対象に、展
示型のワークショップを行いました。生まれた年代と年表を眺める方や、流
れる音楽を懐かしむ方など、自分自身の時間と照らし合わせて展示と関わる
姿は非常に印象的でした。文化芸術を通じて個人の思い出や経験に触れられ
たことは、この２年間の学びを実感する瞬間でもありました。
　また、アサダさんや虎頭さん、そして講師の皆さんを含めた振り返りの場
で、今後の展開について話すことができたのも成果の一つだと思っています。
コーディネーターとしての経験がない私にとって、手探りで不安もありまし
たが、今回の企画が少しでも誰かの心に残っていたら嬉しいです。

　私のチームは、11月に2回、主にこども食堂に通う小学生を対象に、こと
ばとからだを使った演劇ワークショップを行いました。ワークショップでは、
私はこども達に積極的に発言し参加することを望んでいましたが、実際は演
じることだけが参加の方法ではなく、演劇をつくることやみることも、その
場の参加方法のひとつだと感じました。このことから、ワークショップの参
加の仕方に正解はないと学び、参加者の行動を尊重する場をつくることの重
要性を実感しました。
　この2年間の研修を通して、文化芸術における社会包摂事業は、即座に定
数的な結果をもたらすわけではなく、参加者一人一人の自己選択を通して実
感した自己尊重感を育むことを目的としていることを学び、職場内でもその
重要性を伝えていきたいと思います。

　ワークショップを開催するにあたり、こども食堂ふらっとさんと打合せを
重ねました。その中で、いかにこども食堂が地域の方々の拠り所として大切
にされているかを目の当たりにし、また運営されている方たちの地域やこど
もたちへの想いも感じることができました。地域の方々が何を必要としてい
るのか、地域に溶け込むようなワークショップを開催するにはどのようにす
ればいいか、様々なことを考える必要があり、自分自身の視野が広がったと
感じています。開催後は、こどもたちと食堂運営の方たちが感想をお話され
ていたりして、ワークショップを通して地域のコミュニケーションが増えて
いくことがすごく嬉しかったです。

堺市文化振興財団 事業課
石澤久美子

美原文化会館 アルテベル
以倉雅美

西文化会館 ウェスティ
濱道佳乃

堺市文化観光局文化国際部文化課
大宅早紀

栂文化会館
伊藤礼子

2 年間で生まれた気づき、
自分の中の変化

研修参加者 9 人の声
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　今回ワークショップを実際に作っていくにあたり、実施先（こども食堂）
の代表の方とお話をしていく中で、日々施設内で感じている課題にフィー
チャーした内容（相手への気持ちの伝え方・言葉の選び方）で実施をしたが、
まず「何を」すれば課題の解決に繋がるのかを考えることや、内容が決まっ
てからも募集のチラシを作成する際にどのような文章だと「参加してみたい」
思ってもらえるか…など、普段の会館の事業よりも深く考えることが多く
あった。そしてワークショップ当日、どのようになるか不安な気持ちもあっ
たが、自分が思っていた以上にこどもたちが積極的に参加してくれたことも
あり、食堂の方も見た事がないこども達の一面を引き出すことができた。今
後この体験がこども食堂の抱える課題の解決のきっかけとなり、さらにこど
もたちの思い出になることを期待したい。また自分の中でも 2 年間の研修を
通して、座学やワークショップを実践してやっと「社会包摂」というものが
理解することができたと感じている。今後も所属先の事業で今回の研修で得
たものを生かせられるように取組をしていきたいと考えている。

　１年目に受講した研修の中で、たとえワークショップに主体的に参加して
いなかった人がいたとしても、まずその場にいてくれていることが大切で、
その中で何かしら吸収しているものがあるというお話があり、とても印象に
残った。また、模擬ワークショップをする中で、コーディネーターも一緒に
参加して楽しみながら場づくりをするということを学んだ。このことを心に
とめて２年目の実践研修に臨んだ。
　実践では小規模多機能ホーム「りーどけあ」さんでワークショップ「つくっ
ておどろう」を行った。参加者の皆様が安心して楽しく活動してくださって
いる様子を見て、実施先の雰囲気にあったアーティスト選定をすることが成
功する重要な要素だということを実感した。

　私は「社会包摂」なるものを今回の研修ではじめて耳にしました。 社会包
摂につながるワークショップとは「成果物がなくてもいい、だれでも参加で
き、どんな意見でも尊重され、その場の時間共有が重要」といった考え方に
共感しました。 
    また、ワークショップ『うたをつくっておどろう』と題し、作曲・作詞・
ダンス制作をし、できあがった楽曲に合わせダンスを踊る様子を映像に記録
するといった大作に挑戦しました。 
　参加アーティストが総勢４名となり、コーディネーターとしては施設担当
者とアーティストの意見のすり合わせや考え方の共有などに苦慮しました
が、参加者の方には好評をいただけました。会館運営だけでの業務では体験
できない、文化活動が社会包摂に寄与できることを実際経験できたことで、
今後の文化会館の役割が広がる自信につながりました。

初年度は講師の中脇さんから主にワークショップ（以下、WS）構築の方法論
を学び、同じく假奈代さんからは WS の着地に幅を持たせ、必ずしも目的合
理性に沿った進行をしなくてもよいという視点を得た。けえこさんとは実際
に WS を設計してみるという目的以上に、視覚障碍者のリアルに触れること
ができた点で有益だった。2 年目の耳原総合病院での実地研修では先方から
多大な協力をいただき、アーティストのアサダさんを巻き込んだ病院側の壮
大なプロジェクトの端緒となる、貴重な体験ができた。課題の解決に対して、
個人的にはビジネス的なアプローチに寄りがちなところを、アートを媒介し
て発想する面白さを学ぶことができたのは、大きな収穫だった。

　本館職員である伊藤に、このような場を提供していただき大変感謝してお
ります。一つの館では経験できない事に携わり、また、他館の皆様や財団の
皆様とともに一つの目標を達成するために協力し合い、成し遂げたことは何
事にも代えがたい貴重な経験だと思います。
　本来の会館業務に加え大変忙しくしている伊藤ではありましたが、確実に
成長している姿を見ることが来ました。持ち前のてきぱきとした行動はもち
ろん、相手の立場や思いを感じ取りながら行動することが、益々成長したよ
うに感じ取れました。
　また、今回の研修に気兼ねなく参加できるように配慮いただいた栂文化会
館職員の皆様にも感謝いたします。彼女の今回の経験が当会館の益々の発展
に影響があるものだと確信しています。

　今回、当館で実施する事業内容に新たなエッセンスを取り込むチャンスが
あり、職員の成長の場になればと思い参加させることにいたしました。
　研修が終わるたびに参加した職員は体験・経験したことを笑顔で丁寧に説
明してくれます。また、どんな内容なら当館の事業として取り組むことがで
きるのかを話す機会が増え、職員に選択肢が増えているのを感じました。当
館では実施経験のない「こども食堂」と関わることは、現状行っている事業
と今後コラボすることや、新しい事を立ち上げるきっかけとなり、文化会館
としての役割を再認識できたと感じます。
　堺市文化振興財団およびアーツカウンシルが実施する研修に参加させてい
ただきありがとうございます。

フェニーチェ堺
山田晃平

栂文化会館 館長
林志郎

西文化会館 館長
川口芳伸中文化会館 ソフィア・堺

宮口こずえ

フェニーチェ堺
満澤のり子

東文化会館
牧村美音里

館長の声
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常盤　2年間本当にありがとうございました。多くの人にとっ
て「文化芸術で社会的課題を解決する」というのは、ある種
つかみどころのないテーマです。この研修ではそのテーマを
抽象的に受け取るのではなく、相手のために何ができるか、
というとても実際的な視線で、アートと地域の結ぶ態度を参
加者がインストールしていくことで、改めて「文化芸術の可
能性」というべきものを、それぞれが感じ取ってくれたので
はないかと思っています。

中脇　今回耳原総合病院さんから挙がった、職員間のコミュ
ニケーションという課題に対しては通常、ビジネス領域によ
くある、組織開発コンサルティングや人材育成研修が解決策
として提示されます。ただその場合、ともすれば予定調和な
結論に終始することも少なくない。実は結構、当事者の方々
にも「何か違うなあ」「他にないのかなあ」と感じている人は
多いと思います。なので、今回のアサダさんの取組を、ただ「い
やあアーティストはやっぱり奇抜だなあ」という風に感心す
るだけで終わってしまうのではなく、「よくある研修と何が違

うのだろう？」とあえて組織開発や人材育成の観点で見ると、
実は新しい可能性が見えてきます。

上田　昨今は課題発見・解決という言葉が大流行しており、
今や私たちは何かにつけてそうした視線で物事を見てしまう
癖がついたように思います。もちろん「解決」は大事ですが、
そもそも何をすれば「解決」になるかは、あらかじめ分から
ないことも多い。ですから、今の自分の常識では呑み込めな
いことに挑戦する、予期せぬ身体の動かし方をしてみること
が大切で、そこから思わぬ何かを発見していくことがありま
す。知らない世界とつながる、世界と世界をつなげる、そう
したことがコーディネーターの役割とされる場面は多いよう
に思います。

中脇　社会包摂や地域連携の事業を手がけるコーディネー
ターは、経験を重ねるうちにコミュニティ間のバイリンガル
になっていくし、実際その能力が非常に求められる仕事です。
ただそれをスキルと考えるのではなくて、自分の世界や見識
を拡げるきっかけにしてほしいですね。今回の参加者も、「こ
ども食堂とはこんな場所なんだ」「病院はこんなことで悩んで

いるのか」と、たくさんの気づきがあったと思います。自分
の知らない隣人の世界がいくつもあって、そこには悩みや課
題がたくさんあると知ることは、これから先どんなキャリア
を歩んだとしても役に立つし、何より人間の幅が広がること
だと思います。

常盤　「社会包摂」という時、その反対にあるのが「排除」や「分
断」です。それは知らない相手のことを知ろうともしない時
に起こるものです。知ろうとして関わろうとするには、ちょっ
との勇気が必要ですが、お互いがちょっとずつ勇気を出し合
えるのが、僕はいい社会なんじゃないかなと思うのです。そ
してワークショップはそれを可能にしてくれる、背中を押し
てくれる仕掛けだと思っています。

上田　みずしらずの人と楽しい時間を持てた、めったに会わ
ないような人たちとコミュニケーションが生まれた、知って
いるつもりだった人の異なる側面を知り、人生の深淵を垣間
見た。そういう体験からは、物事を決めつけないことだが大
事だと気づかされ、ネガティブケイバビリティ（正解の出な
い事態に耐える力）が鍛えられますし、思考力や寛容さを深
めることにもなります。世界への想像力を広げていくには、
文化芸術の翼をかりるのもいいと思うんです。

常盤　他方でこうした事業を評価する手法はなかなか追いつ
いていません。多くの場面で問われるのは「件数」ですが、
この手の事業はパターンを量産するようなものではなく、む
しろ1件ずつ、どれだけ誠意を持って現場に向き合えたかが
大切です。もちろん無限には時間をかけられないし、特定の
人だけに恩恵があるのはよくないというのもその通りです。
定量評価を軽視するわけでもありません。ですが、この社会
包摂事業の本質的部分を評価する指標や仕組みがないまま、
ただ件数に縛られているだけでは、現場はどこを向いて仕事
をすればよいか分からなくなります。参加者も、この研修で
の学びを各自の持ち場で活かそうとした時に、最初に直面す
ることでしょう。

中脇　僕は端的に、コーディネーターの仕事において、実施
に向けた準備や話し合い、ふりかえりをしている時間が評価
の対象になっていないことが問題だと考えています。時間を
かけて10人のこどものことを真剣に考えたワークショップを
するよりも、対象が誰であろうと使いまわしのようなイベン
トに100人集める方が評価されてしまいかねない。大事なの
は「工数への評価」です。文化芸術基本法や各自治体のビジョ
ンで謳われている「連携」や「協働」のため、実際にはどれ
くらいの手間をかけることが大切なのか。この冊子もその重

要性を伝えるためにあると思うんですよね。

上田　最近では、文化芸術の現場で起こった「エピソード」を
評価の対象にするという動きがあると聞いています。それは例
えば、ワークショップ中にこどもが普段見せない様子を見せた、
というようなものです。まさにこうしたエピソードは、私たち
がふりかえりを通して共有している事柄です。私たちが大切に
している軸が評価される未来に期待しましょう。

中脇　文化行政以外でも、行政関係者の方にはこうした文化芸
術の取組に関心を持っていただきたいと思います。アーティス
トは表現を通して、僕たちを縛る慣習や前例を越えたり、ずら
したりしてくれる存在で、アーティストと関わることで、僕た
ちは日頃の生活や業務に大きなヒントを与えてくれます。です
ので、例えば土木、人事、総務、水道といった、自分たちの仕
事にアートは関係ないと思う部局の皆さんも、困りごとがあれ
ば、是非アートを頼ってほしいと思います。

中脇　この冊子を読んで、「文化芸術って、そんなこともでき
るのか！」とわくわくしてもらえたらいいなと思います。もし、
文化芸術のことをどこか遠い世界の存在だと思っていた人がい
たとして、その人がこの研修のことを知って、自分の生活にも
関係があるかも、と思ってもらえたら本当にうれしいです。

上田　文化芸術は「遠いもの」「余裕のある人のもの」と思わ
れがちですが、実は皆さんの生活のすぐそばにあるものでもあ
るのです。例えばワークショップでは、参加することで他者か
ら自分の存在を認められるという体験をすることがあります。
自分がこの世に存在することを認められる、その感覚があると
ないとでは、生きやすさはずいぶん変わると思います。文化芸
術を通じて、その人が存在を表わし、認められた事例が、まさ
にこの冊子で紹介されている取組です。身近なところで、こう
した場面がもっと生まれるように、自分も何かやってみよう、
と思われたら、ぜひ堺アーツカウンシルに相談にいらしてくだ
さい。

常盤　僕たちには常に市民還元の責任がありますが、この「還
元」の方法は多様だと思います。今回のような事業では、短期
的な受益者は少ないかもしれませんが、長い目で見て、市民生
活を豊かにする可能性が垣間見えたと信じています。市民一人
一人の課題に向き合い、ワークショップを通して解決の糸口を
アーティストと市民が一緒になって掴む。そうした現場をコー
ディネートする人材が増えていくことで、大変なの世の中をみ
んなでちょっとずつでも面白くしていけるような、そんな社会
になればいいなと思います。

社会包摂事業をどう評価するか社会包摂事業をどう評価するか

文化芸術とコーディネーターの可能性文化芸術とコーディネーターの可能性

市民の皆さんへ市民の皆さんへ

アートと地域における
コーディネーターの可能性

おわりに
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